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座談会

豊田合成のカーボンニュートラルの� �
取り組み

司会（岩本）　まず，座長の長尾担当副本部長より，
カーボンニュートラルに取り組む必要性をお話し
いただきます．
長尾　豊田合成は 2016 年に 2050 年のカーボン
ニュートラルを宣言しました．さらに，2030 年
の中間目標として，CO₂ 排出量を 50％削減（2013
年度比）し，再エネ導入率を 50％に引き上げる

「Targets 50&50」を今年の 4 月に公表しました．
　今，環境負荷低減活動はやって当たり前の時代
に来ています．やらなければ企業価値の低下に直
結する．そういった意味で企業の生き残りをかけ
た経営戦略のひとつとなっています．これまで，
環境活動は投資や費用の面で消極的になることも

多かったのですが，今は環境にしっかり取り組む
企業姿勢やその結果が高く評価される世の中にな
り，企業価値向上につながっています．
　世界の国々でも温室効果ガス排出量の目標値を
引き上げ，欧州のメーカーでは 100％ CO₂ フリー
で生産することが発注の条件になってきました．
カーボンニュートラルは，企業の存続と成長の必
須条件だというわけです．
司会　続いて副座長の今井室長から，自動車サイ
クル全体の取り組み概要をご説明いただきます．
今井　新たな体制としまして，カーボンニュート
ラルを推進する部・室が新設され，カーボンニュー
トラル促進プロジェクトがスタートしました．こ
れは，従来の生産時における CO₂ 削減の取り組み
に加え，上流の原材料から下流の廃棄までライフサ
イクル全体での取り組みを強化するために，製造，
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「2050 年カーボンニュートラル」─この高いハードルを越えるために，

そして，変化の時代の中で会社が成長を遂げるために，私たちは今何をすべきか．

各技術部の室長たちが，未来へ向けての課題や決意を語り合いました．

前列左から：カーボンニュートラル・環境推進部 カーボンニュートラル戦略室 室長 伊藤�哲浩 ／ 
材料技術部 カーボンニュートラル開発推進室 室長 今井�英幸 ／ カーボンニュートラル・環境推進部 
担当副本部長 長尾�一彦 ／ 生産技術統括部 カーボンニュートラル生産工程推進室 室長 木村�洋治 ／ 
IE 生産技術部 めっき生技室 室長 井土�尚泰
後列左から：技術管理部 リソーセス管理室 GL 岩本�真由美（司会） ／ FC 技術部 FC 第１技術室 室長 
傍島�友和 ／ WS 技術部 WS 開発室 室長 山田�宜伸 ／ EM 技術部 EM 製品開発室 室長 前田�英登 ／ 
SS 第 1 技術部 要素開発室 室長 早川�慎一
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技術，調達，人事等の面からも全社一丸となって
推進するプロジェクトとなっております．進める
にあたっては，従来，我々が得意としてきた軽量化
や省エネに加えて，製品開発の上流である原材料
そのものの選定や，使用量の低減，また，次のリ
サイクル技術の向上により，ライフサイクル全体
での効果を実現させていきたいと思っています．
　そのためには，我々だけでは成し遂げることは
難しいので，色々な人に共感を得て，一緒に歩ん
でいく仲間を増やすことが大変重要だと考えて
います．
　活動のキーワードは，「1 ／ 25,000 の責任」です．
世界の温室効果ガスの排出量が500億トン，豊田合成
のCO₂排出量が 200万トンということで，25,000分
の 1 の責任を我々が負っていくという宣言になっ
ています．

新たな技術を模索し，� �
大きな転換期を乗り越える

司会　カーボンニュートラルという大きな課題に
どのように向き合っていくか皆さんの環境への思
いをお聞かせいただきたいと思います．
木村　売り上げを伸ばそうとする中で，現状取り
組んでいる製造時の CO₂ 削減目標も，非常に高
い水準だと感じています．2050 年にゼロにする，
この目標に立ち向かうには，まずトップにカーボ
ンニュートラルの必要性や，省エネ設備導入など
投資についても理解いただくことが重要だと思い
ます．各技術部門の皆さんには，豊田合成ならで
はの脱硫再生技術※ 1 のような画期的な技術を企
画していただくことをお願いしたいです．それを
しっかりアピールすることで，企業価値の向上に
もつなげたいと思います．
前田　グリルやバンパーなどの外装製品の開発を
20 年やってきました．これまでは，外装製品へ
の付加価値としてめっきや塗装などの加飾を重点
に取り組んできましたが，そこへセンサーやミリ
波などの透過技術を加え，多くの機能を統合する
ような開発を進めてきました．
　グローバルで商品力を確保していくには，加飾や
機能統合だけでは顧客にアピールできない状況が
あります．しかし，カーボンニュートラルによって，
軽量化や CO₂ 低減の技術が競争力の源泉になる
と思うと，ピンチをチャンスにではないですが，
新興のサプライヤーなど競合先に対して，大変強
い武器になると感じています．部品メーカーの技
術をベースに，OEM メーカーと一緒に新技術へ

取り組んでいくことがとても重要なテーマになる
と考えています．
木村　CO₂ を下げてカーボンニュートラルをア
ピールすることで，グローバルで競争優位が確保
できると思います．ただ，競合する国そのものが
エネルギーすべてを再エネでまかなうようになる
と，どう立ち向かえばいいものかと思います．
長尾　それで CO₂フリーになっても，電気を再
エネに変えただけではものづくりの企業としての
価値は低くなると思います．やはり，革新的な
技術の結果として CO₂ フリーを実現するという
ストーリーが基本ではないでしょうか．
木村　再エネは，みんながやるとそのうち価値が
小さくなると考える必要がありますね．生産技術，
設計技術でどこまで頑張れるかが重要で，それが
最後まで勝ち残っていく会社づくりにつながると
思います．
前田　外装は面積も広いので，発電するとか，CO₂
を吸収するとか，今までにない機能を考えていき
たいです．
早川　私が担当するエアバッグは，衝突時に乗員
や歩行者の命を守る製品です．交通死亡事故ゼロ
という大方針を掲げてやってきました．現に交通
事故により乗員の死亡率は大きく下がってきま
した．エアバッグだけの要因でないにせよ，私た
ちの技術が貢献してきたという自負もあります．
一方で市場を見てみると，エアバッグが作動する
のはわずか数パーセントであり，ほとんどは使わ
れないでその使命を終えています．カーボン
ニュートラルの観点からは，発想を大きく変えて，
リサイクルや再利用などを考えた開発が必要だと
思います．しかしながら，エアバッグの再利用は
法規の関係ですぐには実現できません．そこで自
分たちができることとして，今まで以上に 3Ｒ※ 2

を考えた製品設計や CO₂ 排出量を減らす工程づ
くりなど，技術革新に取り組む必要があると思っ
ています．
傍島　高圧水素タンクを扱っていますが，FCV
は走行中は CO₂ フリーでも，モノづくりの上流・
下流を考えると相当 CO₂ を排出していることに
気づかされます．豊田合成の部品のなかでは，製品
単価が高い製品のため，まずは安くしようと努力
していますが，開発者が CO₂ のことまで考えて
開発を進めていくと，とても大きな競争力を得る
と感じています．
井土　私はカーボンニュートラルをきっかけに考
え方が大きく変わりました．入社以来，車を美し
く見せるための，表面処理，塗装の業務に取り組

※ 1　 廃棄ゴムを原材料として再利用するために，せん断熱
で加硫前のゴムに戻す豊田合成独自の技術．

※ 2　 リデュース（Reduce），リユース（Reuse），リサイクル
（Recycle）．
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んできましたが，めっきを樹脂に付ける技術は難
しく，豊田合成の強みでした．しかしながら，こ
れが反対にカーボンニュートラルにとっては足か
せとなり，従来の商品性（見栄え）／コストとい
う軸以外に，今後は環境という軸を持つという，
技術者のスタンスとして大転換が必要であるとい
う意識に変わりました．
　今までは，めっきや塗装が剥がれないようにす
るために苦労してきましたが，これからは，環境
に考慮し再利用するためにしっかりと剥がす必要
があります．
　ただ，これについては，自信があります．また，
伸びしろがあると思っています．長年積み重ねて
きた技術ノウハウがあるからです．めっきを簡単
に剥がせる技術開発を目指していきます．
山田　ウェザストリップ製品は変形する柔らかい
モノを扱ってるため非常に固有技術が多いんです
が，市場では全然目立たない商品です．ただ，今
はゴム・樹脂リサイクルをきっかけに我々の製品
にも注目度や期待値が上がってきて，メンバーも
この状況をよい機会だと捉えています．
　単純に材料だけに頼るとコストもどんどん上が
りますので，我々設計も車両全体で部品点数を
減らしながらシール性能は維持できる構造検討
するなど，コスト抑制も考えながら開発を進めて
います．また，FC 技術部など他領域ともリサイ
クル材活用についての議論を始めたところです．

いかに資源にしていくか，課題に挑む

司会　ゴム・樹脂のリサイクルのお話が出ましたが，
リサイクルに関して皆さんはどうお考えですか？
今井　世の中を調査すると，まず取り組むべきは
リサイクルだといわれていて，そのためには設計
の段階から解体のしやすさを考える必要があり
ます．取り外したものを，また資源として使うこと
ができるので，その点を大変期待しています．
井土　内外装部品の塗装やめっきは，樹脂に対し
て強力に固着させるので，剥がすのは難しいで
すね．使い終えたら剥がせるようにすれば，リサ
イクルに貢献できると思います．
今井　加飾はお客様を惹きつける重要な要素で
すが，一方でカーボンニュートラルの観点だと，
リサイクルできないのでそのよさが裏目に出てし
まう．そこは今後の技術の見せ所で，剥離技術も
進んでいますから，開発段階から考えていただき
たいですね．
井土　先ほども言いましたが，剥がれない技術を
間違いなく持っています．逆にウィークポイント
を知っているので，剥がす技術も実現できると
思っています．10 年ほど前は，剥がれなくする

のに必死で，剥がれた事例をトコトン研究し解決
してきましたので，それがノウハウになると気づ
きました．考え方が 180 度変わってショックでも
あったのですが，また面白味を感じながらできそ
うです．
今井　ウェザストリップは，脱硫再生がひとつの
コア技術になってくると思います．樹脂は顧客か
ら製品への再プラ使用を要請されていますが，ゴ
ムはまだそのような要請がない中，豊田合成から
顧客にウェザストリップへ再生ゴムを使用するよ
う逆提案し，豊田合成がこの分野で有利に進めら
れると感じています．
長尾　脱硫再生は昔研究していた技術を復活させ
たものです．技術革新も大事ですが，過去に実用
化に至らなかった技術を再び見つめ直すというの
も手段のひとつかもしれないですね．
山田　世の中が変わり，価値観も変わってきてい
る今，昔の技術に着眼することも大事ですね．古
い技術でもコア技術になり得ると感じています．
ただ，脱硫再生技術は長い間止まっていた技術で
はあるので，これで安心するのではなく，関係部
署含めたみんなで市場品質レベルや特許などの
調査を実施し改善は継続していきたいと考えて
います．
早川　エアバッグは国内では，リサイクル法の制
約がありますが，回収の仕組みからみんなで考え
ていくことも重要だと思っています．従来の開発
の枠組みに留まることなく，社外に飛び出すこと
が大切だと思います．これまでの開発は社内の関
係者と進めることがほとんどでした．これからは，
OEM だけでなく，関係省庁や仕入先様などとリ
サイクルに関して，一緒に開発を進めることが必
要と考えています．エンジニアだけで完結してい
た開発も，文系の出身の方など，幅広い方と考え
方を合わせて，ゴールを目指していきたいと思い
ます．
長尾　命にかかわる製品なので，ハードルが高い
ですね．でも，多くの方の力を借りて一緒に仕組
みをつくっていくことが必要ですね．
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早川　エアバッグは構成部品の強度が求められる
製品なので，再生材も含め技術を駆使して使える
材料にしていきたいと思います．見栄えだけじゃ
なく，強度も確保できる再生材の開発，適用化が
ポイントになります．
傍島　機能部品は100％サーマルリサイクルなので，
マテリアルリサイクルできるようになると強みに
なると思います．廃車から出る部品は，ゴミでは
なく資源だという考え方を持ち続けることは大事
ですね．
木村　個人的にはサーマルリサイクルはリサイクル
ではないと思っています．マテリアルリサイクル
の新しい技術ができればいいですよね．
早川　海外のリサイクル事情はどうなのでしょう?
傍島　埋め立てている国も多く，アメリカの山は
ほぼゴミ山という話もあります．いつまで捨て続
けるのだろうと思います．
前田　欧州は進んでいると聞いています．そこを
調査するのもいいのでは？
長尾　確かに，欧州の動向や事例を把握するのは
大事です．ぜひやっていきたいと思います．

自分たちの環境への思いを，� �
若い世代へつなぐ

井土　表面処理，塗装の業務をやってきて，カー
ボンニュートラルの視点を持つようになってから，
多くの電気を使い，環境に負荷のかかる材料を
使って，それでもやっていくべきなのか考えたり
します．
長尾　自分がやっている塗装やめっきが，実は地
球にやさしくなかったということに気づき，転換
しようと思ったのは，何かきっかけがあったので
すか？
井土　カーボンフットプリント※ 3という考え方を
教えてもらい，それが大きな視点の変化になりま
した．めっきの材料の金属を採掘する時も運ぶ時
も CO₂ が出て，車をライフサイクルで捉えると
とんでもない量だなと気づき，やってきた責任と
して今後の改善点を示せるようにしたいと思って
います．
長尾　会社から意識を変えろと言われても実際は
難しくて，自分で勉強して気づいたから，意識が
パッと変わったのですね．部下の人たちもそんな
体験ができればいいですね．
井土　儲かる，儲からないとかではなく，若い人
たちはもっと切実に思うレベルがあるような気が
します．

傍島　若い人が読む未来って，僕たちより 20 年，
30 年先ですからね．
長尾　環境に敏感なのは若い人たちの方で，パッ
と意識を変えて新しい発想ができるようになるん
じゃないかな．
井土　環境に関する話では，若い人たちの方が環境
問題に対して意識が高く，自分事として捉えてい
ます．これからは，彼らが主人公となって取り組
んで行って欲しいと思います．若い人たちの力で，
20 ～ 30 年変わらなかっためっき工程の開発が大
きく飛躍する気がしています．
早川　私は実際に業務に携わるメンバー誰もが無
関係ではなく，みんなが危機感を持って取り組む
必要があると思っています．そのためには，どう
いう情報発信をしていくかも課題だと思ってい
ます．
前田　CO₂ フリーがカーメーカーからの条件に
なってくると，見積依頼書にも記載することにな
るし，おのずと意識するようになると思います．
山田　カーボンニュートラルが事業としても非常
に重要な位置づけであることを全員にすぐ理解し
てもらうことは大変です．まずは興味を持つこと
が重要なため，展示会に行ってもらったり，海外
出向者を通じて取り組みが進んでいる欧州の街の
様子を紹介してもらったり，まわりの環境がどん
どん変化していっていることを自身で感じ取って
もらえるような工夫は意識しています．結果，みん
なで再生ゴムのメカニズムを改めて勉強しながら
理解を深めたり，WEB で見かけた情報を Teams
で共有しあったり，良い雰囲気で業務に取り組め
ていると思います．
早川　カーボンニュートラルを自分事と捉えるこ
と，また，何とかしたいという強い思いを持つと，
開発に向き合う大変大きなモチベーションが生ま
れると思います．しっかりとした意思によって開
発を続けると，変革に通じる可能性も感じています．
カーボンニュートラルは，私たちにとって競争力
の源になるのではと，考えています．
　カーボンニュートラル活動をする中，自分の製
品のCO₂排出量の立ち位置が見えたことは新たな
発見で，そういったことを若いメンバーにも知ら
せて興味を持ってもらうことも進めていきたいと
思います．
長尾　豊田合成が，国内 LCAで100万トンCO₂ を
排出しているといっても，なかなか自分事にはな
らないものです．
　自分事にするには，担当している製品の排出量
を認識することも大切かもしれませんね．

※ 3　 原材料の調達から生産，流通，廃棄に至るまで製品の
ライフサイクル全体を通して排出される温室効果ガス
の排出量を CO₂ に換算すること．
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様々な業界で進む� �
カーボンニュートラルの取り組み

司会　次に伊藤室長から他社の事例をご紹介いた
だきます．
伊藤　ひとつ目は無印良品の事例※ 4 です．コロ
ナ禍のステイホームで保冷材の廃棄が増えたこ
とを受け，保冷材を回収し，リサイクルする仕組
みをつくっています．自分たちが売った商品が役
割を終えたらどうなるのか，そこに従業員が着目
して活動し，様々なリサイクル製品が生まれてい
るそうです．
　日立製作所では，再エネの使用を見える化し，
環境価値を訴求するシステムを開発しました．
EV 車や工場などの施設で何％再エネを使ってい
るのかスマホで確認できるそうです．この他にも，
再エネ普及を狙って太陽光パネルをフィルム型に
した企業や，CO₂ を吸収するコンクリート，CO₂
を再利用した化粧品ボトルなども製品化されてい
ます※ 5．
傍島　CO₂ からモノをつくるのはいいですね．
井土　世の中の価値の軸がひとつ増えると，見直
される技術もあるのですね．
山田　保冷材の回収って技術ではないのですが，
環境を考える風土が根付いていて，メンバーか
ら取り組み提案がされているのはいいなと思い
ます．ただ，無印良品のようにブランドイメージ
もうまく使ってエンドユーザーの心に働きかける
ような取り組みは，我々部品メーカーには難しい
ですよね．どれだけ我々も製品をリサイクルでき
るのか，できているのか，もっと自分たちの活動
を強化して世の中の人たちに知ってもらいたいと
思います．
木村　つくるだけじゃなく行く末まで見届けてい
くと，回収や再生についてももっと考えられるの
でしょうね．

高い理念とプライドで，次世代のために

長尾　今日は技術者の皆さんと議論ができて本当
によかったと思います．

　環境負荷低減を技術
本部の方針に上げても
らえなかった時代のこ
とを考えると，今回皆
さんが環境に対して熱
く語ってくれたことに
心から感動しています．
皆さんの声から，自ら
世の中の環境破壊を憂
い，カーボンニュート

ラルに貢献したいという強い意志と，このまま
では会社の存続が危ぶまれることを自分事とし，
従来の技術をブレークスルーしなければならない
という危機感を感じました．
　これから皆さんに期待したいことは，まず，これ
まで QCD（Quality 品質・Cost コスト・Delivery
納期）で考えてきた仕事に，「E（Environment
環境）」を付け加えることで，より社会から求め
られる会社になると私は思っています．
　次に，リスクをチャンスに変えるために，課題
をバックキャスティングで捉えることです．そし
てビジネスチャンスにつなげてほしい．しかし将
来は不透明ですので，何をすべきか，変えるべき
かは，誰も言ってくれません．我々が自分たちの
責任で，リードしていくという使命感で将来を予
測して道筋を描いていく必要があります．そうす
ることで，持続可能な会社として認められると
思っています．
　三つ目が社外への発信です．豊田合成の技術者
として，環境課題をどう捉え進めていくのか，そ
の考えや姿勢を社外の人に見せ評価を受けるとと
もに，ステークホルダーから共感を得て，応援し
てくれる人を増やしていくことが大切だと思って
います．
　“自分のため”“会社のため”の仕事から，“地
球のため”“後輩・子どもたちのため”の仕事な
のだと考え方を変えて，高い理念とプライドを
持って進めていきましょう．将来，確実に花を咲
かせる「芽」をつくっていくのが我々の世代の役
割です．次の世代のために，一緒に頑張っていき
ましょう．

※ 4　 無印良品の事例 
https://www.sustainablebrands.jp/news/jp/detail/ 
1204698_1501.html

※ 5　 日立製作所の事例 
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2021/ 
01/0122.html 
https://social-innovation.hitachi/ja-jp/topics/
renewable-energy/




